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言 語 学 と 近 接 科 学

― M ⅠＴ帰朝報告―

大 石 強

は じ め に

1 9 98 年 8 月I 1 日か ら1 99 9 年6 月1 0 日ま で の1 0 カ月間, 文部省の在外研究員と

し て米国の マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ 工科大学 ( M I T ) で 研究する機会を得ま した｡

そ の間, ボ ス ト ン近郊の ア
ー リ ン ト ン と い う町 で生活 しながら, 生活 ･ 文化面

と研究面との両方で大きな刺激を受けて 来ま したo

前者 の面 で受けた刺激に つ い て 語る こ とが主目的で はありませ ん が, 帰朝報

告とい う こと で 一

部紹介して おきます｡ マ サ チ ュ
ー セ ッ ツ

･

ア ヴ ェ ニ ュ
ー と い

う広 い片側 一 車線の適格で車を運転して いると, い っ の 間にか車が こ 台並 ん で

走 っ て い たり! 三台並ん で走 っ て い たりしますc 臨機応変に状況判断 して 郁愈

の い い ように適確を使 っ て い るよう ですo こ の 聴境応変さは, 道路境断など色

んな場面に環れます｡ ク リ ス マ ス が近い ある 臥 地下鉄の改札口に行 っ たら係

員がい なくて , 改札 口 に入れる ト
ー ク ン と呼ばれる コ イ ンを買う ことが できま

せ ん｡ 困 っ て そ こ に立ち止ま っ て い る と, 後 ろ惑ゝ ら釆 た人が ,

``

N o b o d y is

t h e r e? M e r r y C h ris t r n a s!
"

と言 っ て さ っ さと改札 口 か ら中 へ Å っ て 行きま

した｡

ま た, バ ス の 中で も色々 な光景を目に しま したo バ ス 停が近づ き, そ こ に老

人が待 っ て い ると, 前 の席 に座 っ て い る人がさ っ と後ろ の席 へ 移動します｡ 乳

母車殻押して い る女性にはみんなが手を貸して 乗り降りを助けますo 車椅子の

人に は
, 乗降口を地上と同じ高さに して 運転手 が乗り降りを手伝い ます. 乗降
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口を上下する装置はす べ て の バ ス に つ い て いました. 歩行補助器具を使 っ て い

るお年寄り書こも乗降口を下げて あげて , 席に着くま で は発車しな い で待 っ て い

ます｡ バ ス 代 の小銭がな いÅが乗 っ てくると, 運転手は両替してくれません の

で
. 求 められ て乗客が

一

斉に財布を出して 小銭を調 べ だします. おもしろか っ

た の は
t 小学生と運転手のやりとりで すo ギ ャ ン グ エ イ ジの子供達は下校時な

どに集団で乗 っ てくると, パ ス の 中で大騒ぎをして 運転手に叱られますo そ の

場愈でも,
i `

l七
'

s n o t m e主
"

と決して自分の罪を認めません. 時毒こ は, 運転手

が まとめて 無理矢理途中下車させます. そんな時でも小学生は負をナて い ません.

バ ス 停近くに よくある無料の新聞が入 っ た ブ
ー

ス か ら, 新聞を持ち出し, 広げ

て 風 に乗せ て バ ス の フ ロ ン ト ･ ウ イ ン ド ウ に張り付くよう に投げまく りますo

困 っ た の 娃壬 あ る時, 研究会に 向かう時刻と/j＼学生 の下校時問が重な っ た こ と

ですo 小学生の集団と 一 緒に バ ス 停 で待 っ て い ると
,
次か ら次 へ と来る バ ス の

運転手がホ学生の 集団に向か っ て首を振りながら, 乗車拒否をし て バ ス停を通

過して しまう の で す. 巨体の運転手が バ スを止めて 乗せ て くれ て , や っ と間に

合 い ました o 以後は, 小学生の 下校時間と重ならな いように バ ス に乗るか, バ

ス 停をさか の ぼ っ て小学生の 待 っ て い な い バ ス停 で バ ス を待つ ようにしましたo

さ て本題に戻りますと , 在外研究の他に M I T を選んだ の はt そ こ に生成文

法の創始者とし て世界の言語学界をリ
ー

ドする N o a m C h o m s k y が い た か ら

ですo 本稿 で 軌 M I T で 行われ て い る科学とし て の言語研究妄こつ い て , 特 に

C h c) m s k y の 考え方を中心に紹介した いと思い要すo

1 ニ 種類 の 科学

M i T の 言語研究を理解するため に , 二 種類ある科学に つ い て そ の適 いを述

べ て おく感要があります. 一 つ は民族科学 (eもh n o s cie n c e) と呼ば れ て い るも

の で , 言語研究で は語の実際の使用法を論じる ことなどが含まれ濠すo こ れ に

は常識的辛勝 に属す概念が使わ れる こと になります. 具体例を挙妄ヂると, 例え
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ば
, 英語 で ｢ ス

ー プを飲む｣ はt 凄艶
"

e a t s o u p
"

と い う表現が使わ れるの

はどう して かを義明しようとする ことが こ こ に 含まれ る こ と に なりますo 概略

的に説明を試みると, これは, 日本語で は ｢ 飲 む｣ と ｢ 食 べ る｣ の 凌用法は

｢液体｣ , ｢ 個体｣ と いう基準により区別きれ るの に対 し, 英語 で は
"

e a t
"

と

手'

d r in k
"
の 使用法は ス プ

ー ン な どの道具を用い るか否か に より区朗 され るか

らだと い う こと になりますo あるも､ は土 日本譜で毒ま ｢飴玉を飲み込ji} だ｣ など

の 表現が存在することから, ｢ 噛 み砕く｣ と い う動作が入 っ て い るか どうかと

い う基準に より区別されると言う方が正確 で し ょ うo さ ら に補足し て おくと,

英語 にお い ても
"

d ri n k s o u p
"

とも､ う言 い方が存在 しますが, そ の場合は かy

プ に は い っ た ス ー プを直接飲む こと になります｡

もう
一

つ は, い わ ゆる科学 (s ci e n c e) で , 人間 の 内部 で起 こ っ て も1 る こ と

の側面を理解しようとする言語研究で, 生物学の
一

審 と し て の言語研究 ですo

つ まり, 人間と いう物理的 ･ 化学的に制約され て い る生物器官の内部毒こ言語が

存在して い ると考えて言語研究をするの です｡ 科学と し て特徴づけられる言語

研究は, 記号捧轟か らなる理論を構築し, 最小 の記号で 最大 ･

十分 の予測をす

る ことを日緒しますo 予測が可能であると いう こと 鉄 原理などが明示的で な

ければなりま せ ん ｡

人間と い う生物休の制約された器官の 内部に言語が存在して い ると い う考え

方を, 生物学から弼を引い て理解し てみ る こ とにしますo 生物学で 汝, 自然淘

汰 ( n a t u r al s ele c ti o n) が 澄蒙な役割を果た した と考え られ て いますが, 自然

淘汰も物理的 ･ 化学的な制約に従 っ て 働く もの な の で す｡ 例 えば, C h o m sk y

紘 , 車輪を持 っ生物は存在しな い こ とを指摘して い ますo 車輪があれば本当に

い い もの で , と て も素早く動轟拘れるし, 古生代の 剣歯 ト ラ (s a b e r 一七o ot h e d

t ig e r) か ら遺墨ブ延びる ことが できますo そ れ故 , 車輪は とて も役 に 立 っ もの

で ある はずで
,
寮 が車輪を持 っ て い る の もそ の ため で す. しか し, 婁輪を持 つ

生物はいませんし, そ れ に は理由があります｡ 血液桑給が車輪にま で 届く方法

がな い か らで すo 従 っ て , 生物総革輪を持 っ ことが で きません ｡ 自然淘汰も生
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物体がもつ 物理的制約に従 っ て しか働き得ない の で すo

もう
一 つ 生物学の 例を挙をヂて みますo 我 々 は目に レ ン ズを持 っ て い ますo ま

た, 多く の蝕の 生物も レ ン ズ のある日を持 っ て い ますo レ ン ズ のある日を持っ

す べ て の生物乱 同じグル ー プの タ ン パ ク質を使 っ て い ます｡ そ
･

して そ の理由

は, こ の タ ン パ ク質が , 自薦が提供した, 光 を反射する唯
一

の タ ン パ ク質だか

らなの ですo で すか ら, レ ン ズ を持つ 生物は こ の タ ン パ ク質を利用すること に

なります.

この よ う に生物として 制約を受けて い る人間の内部に言語が存在すると考え

ますの で ､ C b o m s k y は ､ T e r r e riC e D e a c o n の 言語と大脳の共進柁 ( e o e v ol u ti o n

o f la n g u a g e a n d b r ai n) とも､ うような考えを蚤b朝して い ます｡ 糸遊化と は,

例 えば, 鹿 と鍛が追い っ 追われっ 共 に足が速くな っ て いくと い うような進化の

ことを考えて い ます. そ うすると, 言語と大月蒜の共進化とは, 言語が人間の 外

側に, すなわち, 人間とは無閑孫に存在し, 大B蒜と影響しあ っ て共に進化して

いくと いう蛋轟をヂた考えになりますo そうで 娃なく, 言語は人間という制約さ

れた能力の範囲内で のみ存在することが できる の で すo

最後 に, 丁度同L; 時期に M 王 T に在外研究に発て い た九州大学の稲田俊明教

授と こ の こ穫輯の科学の誰をして い た時に, 次 の ような話を聞きました｡ 稲田

さんが九贈大学で担当講義の最初に こ の 二種類の科学の話を具棒鋼を挙げな が

ら話して. 彼の授業で論じていくの は民族科学として の言語研究で はなく. 料

学として の言語研究せあると伝えると, 必ず学生から民族科学として の音譜研

究の方を蕃毒して ほしい と の要望が出ると の こ と です｡ 新潟大学で も同じ串を

したら, き っ と同じ結果が でる こと で し ょうo その 場合心配なの萎ま, 今 の学生

気質を考えると, -

方の言語研究の みしか知らない で卒楽して しまうことです｡

私も
,
稲 田さん の ように , 科学とし て の言語研究を授業で取り上妄デて いく こ と

に しますo
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生物学の - 部 とし て の言語研究という考え方を述 べ て 轟ましたが ,
そ れで は

人間は生物界で ど の ような存在な の で し ょ うかo C h o m s k y が 褒詞 して い る こ

とば
,
人間萎ま生物界にお い て萎まとん ど他に頼の な い存在で あるという こと です｡

人間言語の特質の
-

つ と して , 転位と いう性質が挙げられますo 転位というの

は
, 人間が目の前で見たり馬 u たりして い る こと以外の こ とを話せるというこ

とを表しますo 遠く離れた地点で起きて い る (ある い は, 起きて い るであろう)

こ とや, 過去 の こ と, 未来の こと, 督 して , 想像 の世界の こと蔓こ つ い て , 人間

は話せる の ですo 実際, 私と読者の皆さん との 筒 で転位を利用した話をして み

ますo 次 の(1)の よう に話すこ とが で きます o

(1) ア メ 7) カ の ス - パ -

で 買い物をする と店員が買 っ た物を袋着こ詰めてくれ

ますD そ の 時, 袋 は紙袋が い い か, そ れ とも ビ ニ
ー

ル 袋 が い い かと,

"

P a p e r o r p l a sti c?
''

と尋 ね て きますo こ の こ とを利周した バ ド ワイザ
ー

の コ マ - シ ャ ル がありました o 若者が ス
- パ ー で 買い物をしてク レジッ ト ･

カ ー ドで払おうとする と
, 店員が限度額を越えて い るの で使えな いと告げ

ますo 若者は, あわ て て ポケ ッ ト を探り, 数 ド ル引 っ ばり出しますo そ し

て
, 買 っ た物の半分をカ ー トに戻 しますo それで も手持ちのお金で は足り

ません . どん ど ん買 っ た物を返 して t 最後に バ ドワ イザ
ー

と トイ レ ッ ト ペ
ー

ノヾ 一 重ミ残りました. ま だ お金が足りません o 悩 んだ挙げ句に バ ドワ イザ
ー

だけを買い ました ｡ すると店員が ,
"

P a p e r o r pユa s 七ic?
"

と尋ね, 若者は

間髪を入れず,
``

P a p e r!<
"

と答え ると いう コ マ
- シ ヤ ル ですo

こ の ような話しが で きると いう こ とは当たり前の こ と で , 転泣という性質は,

人間だけを見て いるとあまりにも自明で気が つ きにくい こと ですo しかし, サ

ル などを研究して みると, 薬毒ままれな特徴で ある こ とが分かり愛すo サ ルは目

前に迫 っ た危険を仲間に知らせる こと は できますが, 昨 日 の出来事 引中間と語
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り合 っ たり , 明 日 の予定を話し合 っ た りする こと はで きな い とされ て い ます｡

( た だ し, 韓 日の 出来事をサ) レが語り合 っ て い る の を, 人間が認知し損な っ て

い ると いう可能性は残 っ て いますが o) 人間の生物界における特性を知る ため

に
, 我々 辻サ ル の研究をしますo サ ル が人間の研究をする こと はありませ んo

こ こ で
一

言付け加えて お畠ゝな ければならな い の は, ミ ツ パ テ の 伝達に つ い て

ですo ミ ツ バ チ は ダン ス 妄こ よ っ て蜜 のありカゝを仲間に伝え るとされて いますo

そ の蜜のありか は目の前にあるわけで はありませんo 従 っ て , ミ ツ バ チ の 伝達

にも転位という性質が見られます｡ しか しながら, そ れ でも転位とい う性質は

生物界で はきわ めてまれな の で す.

人間の 特性を理解するため に他の動物を研究したりしますが, 注意しな けれ

ばならな い こ とがあると C h o m sk y は言 い ます｡ 例え ば, 次 の ような こ とが

ありま したo チ ン パ ン ジ
ー

の
一

種で ある ポ ノ ぎを研究して い る学者が ,
K a n 芸i

と名付けた ボ ノ ボ が色 々な問題解決で みせ た優秀な行動を見て .
K a n zi が 2

歳 の人間蔓こ匹敵すると結論を下しましたo こ れをも 行動が磁て いると, そ れが

内的 ･ 条口約 にも似て い ると考え て しまう間違 っ た考え方で あると警告して い ま

すo こ の こ とが いか に馬鹿げて い るかと い う ことを, 逆 の例で見てみまし ょ うo

木の実を食 べ るホ シガ ラ ス ( n u t c r ac k e r) と いう鳥は, 33 ,00 8 もの 木 の実をそ

れぞれ際して おい て そ の場所を忘れな い と言われ て い ますo C h o m s k y は , 良

分なら3 つ 放しか覚え ても＼られない と冗談まじりに言い ましたo い ずれに して

も, ホ シ ガ ラ ス ほ どは隠し場所を覚えて い られ な い の は稚か です｡ そ うすると,

C h o m sk y は未熟な ホ シ ガ ラ ス に 匹敵すると い う こ と になりますo こ の ような

比較は! 何も明らか にして くれませんo そ れぞれ の種 で それぞれ制約された生

物体として , どの ような能力を持つ かをきちんと明らかにし て いく ことが大切

で すo
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それ で はど の ように言語研究を進めればよ い の で し ょうかo C h o m s k y は,

ま ず, 言語 に捧 げられ る入間の知的能力 ･ 大男還の 部門で ある言語能力 F L

(f a c ult y of l a n g u a g e) と いうもの が存在すると飯定しなければな らな いと考

え ますo 私達萎も 明らか に学ん で い ない言語知鴻を持 っ て い るからですc 例え

ば, 次 の文を考え てみ て くださ い o

(2) 太郎は花子に自分の 部屋で勉強させ た｡

私逮は, 〈2) の ｢自分｣ が ｢ 太席｣ と ｢花子｣ の いずれにも解釈で容ると い う

ことを知 っ て い ますo しか し, こ の こ とは誰カゝ書こ教えられたわさナで 辻ありませ

ん ｡

音譜能力 F L と いうの は, く だけた言い方をすると, 視覚組織や免疫組織が

身体の器官で あるように , ｢ 言語器官｣ と見なすことが で きますo 他 の 器官が

そう であるよう に
,
F L に は遺伝子によ っ て表宅され たもの である ｢初期状態｣

がありますo こ れ は, 言語に つ い て
- 恵の こ とカi

.

人間にできるようにして くれ

ますが
,
逆毒こ貰うと, 他の動物が で畠る - 定の ことが人間には で きな いように

デザイ ン され て い る こ と に なりますQ こ の F L 辻 , 人間という凄に
- 一

様 で , 本

質的な点で生物界で孤立して い て, 進化の面 で 見ると, きわめ て最近発達 した

ものと考えられますo 人間が親戚の種と分離して約 5 - 6 百方琴ですか ら, 過

化 の歴史金棒か ら見ると, 最後 の瞬き位の期間に で てきた能力とい うこ と に な

りますo F L は, 変化の引き金となりそれを彰狩っ て いく環境カゝらの影響に よっ

て, そ の状凌が変化しますo ある人の F L が変化してある状怒 L 蔓こな っ た略

そ の人が言語 L を身 に つ けた (話す, 知 っ て い る
, 等 )々 と言うことに しまし ょ

う｡
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4 芸己連的妥当性と説明的妥当性

言語能力が初期状態か ら磯飼言語に形作られた状態 へ と変化すると いう こと

に なると, すぐに出てくる言語理論の仕事辻, 共有されて い る初射犬態と達成

された個別言語の状態を特敦づけることですo そ れぞれを ｢説明的妥当性｣ の

仕執 ｢記述的妥当性｣ の仕事と呼びます｡ 普遍文法 ( U ni v e r s al G r a m m a r)

を初期状童に つ い て の 理論, 個別文法を達成され た状態に つ い て の 理論としま

す｡ 初期状態に つ い て説明的妥当性を求めて いくと, 人間と して持 っ て 生まれ

た能力に は差が ありませ んから, 言語構造は概し て不変で あ ると い う こ と に な

りますo こ れ に対して , 個別言語の状態を特教づ けて いくと, 境期 の体系が複

雑に な っ て い きます｡ すなわち, 説明的妥当性と記述的妥当性との間で綱引き

の関係が生じます｡

5 個別規則から原理 へ

説明的妥当性と記述的妥当性との 問に生じる綱引蓉の関係を解決してくれる

の が原理 と パ ラ メ
ー タ に よ る研究法 ( th e P ri n cip l e

-

a n d - P a r a m e t e r s a p
-

p r o a ch) で すo こ れ は,
一

つ
-

つ の構文にそれを作 る規則が それぞ れ存在し

て い る の で はなく, 言語全体に原理や パ ラ メ
ー タと呼ばれる共通の モ ジ ュ

ー

ル

が存在して い ると考えて言語の仕組みを明らカゝに しようとするもの です｡ モ ジ ュ ー

ル と いうの は, 共通部品とで もいう べきもの ですo 例えば, モ ジ ュ
ー

ル 建築と

いうもの を考えて み てくださ い o 柱や艶 窓などが規格品とし てエ場で 作られ

ますが, 同じ規格品を用い て い て も, 組み合わせ方により異なる家が建ちますo

言語 で妄も 疑問文, 関係鼠 強調構文, 受け身文な どの構文がそれぞれ別々 の

規則で 作られ, 説明され て い た の が
,
共通部品で ある原理 の組み合わせ に より

それぞれが説明されるよう にな っ てきましたo つ まり, 原理 の組み合わせ で可
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能な バ リ エ ー シ ョ ン の数がそ の 言語で の可能な構文の数に なるとい うことにな

ります｡

共通部品の原理の -

つ をもう少し具体的に見て み る ことに しますo か つ て は

次の(3) , (4) の 文はそれぞれ別の 壌別に よ っ て説明されて い ま したo

(3) M a r y w a s kille d (b y J o h n) .

(4) M a ry s e e m s [ t o i)a cle v e r] .

(5) Ⅰ七 s e e m s [th a t M a r y i 8 Cl e v e r] .

(3) は , 受け身と い う規則で目的語の位置から主語の 位置 へ 名詞句が移動される

こ と に より得られました｡ (4きは, 名詞句繰り上蔓ヂと いう規則で従属萄の主語の

位置か ら主節の主語の位置 へ 名詞句が移動さ れ て 作られ ま した｡ (4) に お い て

M a r y が従属節の 主語で ある ことは, (5) と比較輯挺して 了解して おい て 下さ

い
Q

さ て , (3 ほミ4) の ように鼎な る放置問の移動は, そ れぞれの 構文に特徴的で あ

ると して
,
坊文に基づ い て 分析 ･ 説明されて いま したo と こ ろ執 着3 ほ(4) の 名

詞句の移動 は開じ原理 を満たすため に行われて も1 ると考えられるよ うになりま

した｡ すなわち, どちらの場合も, 名詞句が格の昏駒 を満たすため に移動して

い ると考えられて い ますo 英語の場合, 普通の 名詞句は属格を除垂格変化を し

ませんが
, 代名詞は適切な位置で適切な格をも っ て現れますo っ ま り, 名詞句

は適切に格を持 っ て現れる ことが できる位置以外には現れ る ことが で きな い と

いう原理が存在すると考え るの ですo 名詞句が適切に格沓持 っ て‡現れる ことが

でき る位置妄も 大まかな言 い方をすると, 時鶴の ある節の主語の後置! 他動詞

の目的語の 位置, 前置詞の 目的語の位置ですo 例えば, (6) の ように, 形容詞の

すぐ後ろの 位置は格の制約に より名詞句が現れる ことが で重な い位置だと考え

られますo 竃了きで は, 前置詞の 助妄ナに より格の蚤約 を満たし て い ます o

(6)
* J o h n is p r o u d his s o n .

(7) J oh n is p r o u d of hi s s o n .

詳細な説明を省かせ てもらい ますが, (3) の受 u
-

身分詞の すぐ後ろも, (6) と同じ
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ように, 格の 制約で名詞句が現れることが できな い位置だと考え られますo 蕊

た, (4) の 場合も, 格の制約により, 時制の な い従属節の主語の位置に は形のあ

る名詞句があらわれる ことが で きません . 従っ て , (3)ち(4) も共に, 時制のある

主語の位置 へ 格 の制約を満たすため に移動し て い る こ と に なります｡

逆 の言 い方をすると ,
名詞句が移動する時に衝く共通部品の原理の

一 つ に よ

ると, 格 のを!3約 を満たさな い位置から満たす位置 へ の移動しか認め られな い こ

とになります｡ 従 っ て , 格の制約を満たさな い位置と満たす位置との組み合わ

せ の数だけ, 異 なる位置の組み合わせ間で の名詞句の移動があり得る こと に な

り, 異なる構文を生み出し得る こと に なりますo

モ ジ ュ ー ル と なる原理 には他に, ど の ような構造が人間言語に可能か, ど の

ような位置カゝ らの 移動が可能か, 構造上関係を持てる位置関係はどの ようなも

のかなどが考え られ て い ますo パ ラメ
ー タと い う の は, 例え て 言うと, 個別言

語間の速いをスイ ッ チ の 切り替えで説明すると いうような考え方です. 単純な

例で鋭明すること にしますo そ8きに見られるように , 英語 で は, 動詞句で動詞と

目的語の位置開孫は動詞が先毒こ棄て
, 前置詞句で前置詞と目約諾の 位置関係は

前置詞が先に来ますo こ れ に対して , 日本語で は, 対応する表現の語噸が逆に

な っ て います｡

(8) a . kiil t h e m a n

b . f r o m t h e h o u s e

(9) a . そ の 人を殺す

b . そ の家か ら

使われ て い る材料の種熟ま同じで すが. 語順が遂の ため全く異なる言語現象の

ように見えて し凌 いますが, 語)!摂の パ ラ メ
- 夕 の ス イ ッ チ が前後切り替わ っ て

い るだけと いうふ う に考えますo

こ の よ うに
, 原理 と パ ラ メ

ー

タ に よる研究法を採用する こと で
,
ニ つ の妥当

性の問の綱弓ほ 関係は解消されて轟ましたo 最後に, F L が満たさなさナればな

らな い条件銑 ある最適な仕方で満たし て い な妄ナれぼならな いと いう考え方が
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あります. 問題は, 言語が この ような最適なデザイ ン にど のくらい近い かとい

うこと です｡

6 お わ り に

最後に
, 言語研究の成果と言語学以外の大脳研究の成果をどの ように統 - し

て いくかと いう問題が残 っ て い ますo 大脳研究に 私 闘え ば, 細B包な どからの

研究が ありえますが, こ う い っ た研究と言語学がどう結びっ くか と い う課題が

残 っ て い ますo 私 の 印象で は, C h o m sk y は 既存の生物学より, 碓学と物理学

に期待を寄せて い るように鬼受をナられま したo 言語学 の方もまだ先は長いと思

われますが
, 也分野の成果と男らし合わせなが ら, 生物 である人間と して制約

された可能な能力の範囲に収まるような, か つ , 最適な形で 条件を藻たす理論

を目指して いく こ とになると腰われますo

以上, か なり簡略化して 述 べ なけ ればな らな い と こ ろもありま した が,

M I T で 行われ て い る科学とし て の言語研究を紹介して , 帰朝報告とさせ て い

ただ きます｡

(1 9 9 9 . 7 . 27 受理)




